
　ベラ科タキベラ属魚類（Labridae: Bodianus）
は大西洋とインド・太平洋に広く分布し，現
在 43有効種が知られ（Gomon, 2006; Parenti and 
Randall, 2011），日本からは 17種が報告されて
いる（島田，2013）．このうちズナガアカボウ
Bodianus tanyokidus Gomon and Madden, 1981は，
これまで国内において沖縄島からのみ標本に基
づき報告されている（具志堅，1972；益田ほか，

1975；Gomon and Madden, 1981；山川，1984；
島田，2013）．
　2015年 8月 21日に鹿児島県のトカラ列島北
方からズナガアカボウ 1個体が採集された．本
標本は本種の鹿児島県初記録となると同時に北
限記録となるため，ここに報告する．
　計数は崎山・瀬能（2008）に，計測方法は
Gomon（1997）にしたがった．標準体長は体長
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Abstract.　A single specimen (145.3 mm standard length) of the labrid fish, Bodianus 
tanyokidus Gomon and Madden, 1981, was collected from off Kuchino-shima island in 
the Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, southern Japan, at a depth of 130–150 m on 
21 August 2015. Since the species has previously been known only from Okinawa-jima 
island in Japanese waters and the record has been considered as the northernmost record 
for the species, the present specimen of B. tanyokidus represents the first record of the 
species from Kagoshima Prefecture and the northernmost record for the species.
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（要約 ）
2015年 8月 21日に鹿児島県のトカラ列島口之島沖の水深 130–150 mから 1個体のベラ科魚類ズナガア
カボウ Bodianus tanyokidus Gomon and Madden, 1981が採集された．本種の分布の北限はこれまで沖縄
島近海とされており，本報告は鹿児島県からの初記録であると同時に，本種の北限記録となる．

− 193−



と表記し，ノギスを用いて 0.1 mm単位まで計
測した．ズナガアカボウの生鮮時の体色の記載
は，ホルマリンによる固定前に撮影された記載
標本のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，
撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠し
た．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研
究博物館（KAUM）に保管されており，上述の
生鮮時の写真は同館のデータベースに登録され
ている．

Bodianus tanyokidus Gomon and Madden, 1981

ズナガアカボウ
(Fig. 1; Table 1）

標 本　KAUM–I. 78687， 体 長 145.3 mm， 鹿
児島県トカラ列島口之島北西沖（30°03′N, 
129°51′E），水深 130–150 m，2015年 8月 21日，
釣り，大黒丸．
記載　計数・計測形質は Table 1に示した．体
は前後方向に長い長楕円形で側扁し，体高は背
鰭第 7棘起部で最大．体背縁は吻端から背鰭第
7棘基部にかけて緩やかに上昇し，そこから尾
鰭基底にかけて緩やかに下降する．腹縁は下顎
先端から腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，そ
こから臀鰭起部にかけて体軸と平行となり，臀
鰭起部から尾鰭基底にかけて緩やかに上昇す

る．背鰭起部は鰓蓋後端直上に位置し，背鰭
基底後端は臀鰭第 10軟条基部上方に位置する．
背鰭外縁に明瞭な欠刻はない．背鰭基底部は 2
列の鱗で被われる．胸鰭起部は鰓蓋後端直下に
位置し，胸鰭基底下端は胸鰭起部よりやや後方
に位置する．胸鰭後縁は丸く，胸鰭後端は背鰭
第 6棘と第 7棘の下方に位置し，総排泄孔には
達しない．腹鰭起部は胸鰭第 4軟条基部の下方
に位置する．たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 7棘
直下に達するが，総排泄孔には達しない．腹鰭
の最後の軟条は体と鰭膜でつながる．臀鰭起部
は背鰭第 10棘下方に位置し，臀鰭基底後端は
背鰭基底後端より後方に位置する．尾鰭は截形
で，後縁の中央部が後方にやや突出する．総排
泄孔は正円形で臀鰭起部前方にある．吻端は尖
り，上顎の先端は下顎の先端よりもわずかに前
方に突出する．上顎後端は眼の前縁直下にわず
かに達しない．前上顎骨の先端には，大きく鋭
いほぼ同大の円錐歯が 2対あり，その後方には
小円錐歯が密生する．鋤骨歯を欠く．両唇は厚
い．下顎の先端には 3本の大きく鋭い，円錐歯
があり，その後方に小円錐歯が密集する．両顎
歯はすべて固着歯である．眼の被膜部と瞳孔は
正円形．眼隔域は平坦．鼻孔は 2対で，ともに
円形を呈し，前鼻孔と後鼻孔はほぼ同大で互い
に近接し，眼の前縁前方に位置する．前鰓蓋骨

Fig. 1.　 Fresh specimen of Bodianus tanyokidus. KAUM–I. 78867, 145.3 mm standard length, off Kuchino-shima 
island in the Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan. Frozen for about 3 weeks after collection.
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後縁，鰓蓋後縁はともに円滑．主鰓蓋骨後縁は
後方に突出する．体は一様に円鱗に被われるが，
頭部では，両顎，眼の周辺，胸鰭腋部および前
鰓蓋骨と主鰓蓋骨の縁辺部は無鱗．背鰭前方被
鱗域の前端は眼窩後端よりも後方に位置する．
側線は完全で鰓蓋上方から始まり，尾鰭基底に
かけて体背縁に対し平行にはいる．擬鰓には細
長い 18本の鰓弁が密に並ぶ．
　生鮮時の色彩―体背面は明るい山吹色を呈
し，眼の周囲は鮮やかな紅緋色．体側は一様に

桃色がかった白色．上顎後端から鰓蓋後縁にか
けては淡黄色．鰓蓋後部に上下方向に長い楕円
形の黒色斑が入り，その下端は胸鰭起部より下
に位置する．胸鰭起部上方から後方に向かう細
い紅緋色の縦帯を 2本有する．背鰭，腹鰭，お
よび尾鰭は菜の花色．臀鰭は白色がかった淡黄
色．背鰭，臀鰭および尾鰭の両葉には紅紫色の
縦帯が 2本ずつ入る．尾鰭基部中央部には赤橙
色斑が入る．胸鰭各軟条は紅紫色で，各鰭膜は
無色透明．胸鰭基底部は明るい淡黄色．瞳孔は
青みがかった黒色で虹彩は真鍮色．
分布　本種は国外ではコモロ諸島，モーリシャ
ス，マリアナ諸島，台湾台東から知られており
（Gomon, 2006；島田，2013），国内では沖縄島
近海の水深 100 m以深（具志堅，1972；益田ほか，
1975；Gomon and Madden, 1981；Gomon, 2006；
島田，2013）と鹿児島県トカラ列島口之島沖（本
研究）からのみ標本に基づいて報告されている．
備考　本標本は，背鰭が 12棘 10軟条，前上顎
骨先端に 2対の大きな円錐歯がある，眼隔域が
平坦である，および側線が完全で途切れない
などの特徴で Gomon（2006）が示したタキベ
ラ属 Bodianusの標徴と一致する．インド洋か
ら中部太平洋にかけて分布する本属魚類には
36種が知られている（Gomon, 2006）．本標本
は側線有孔鱗数が 36，鋤骨歯を欠く，背鰭前
方被鱗域の前端が眼窩後縁よりも後方に位置す
る，鰓蓋後部に明瞭な 1黒色斑があり，その下
端が胸鰭基底上端よりも下方にあること，さら
に，記載標本の計数・計測値や色彩などの特徴
が Gomon and Madden（1981）と Gomon（2006）
が示した B. tanyokidusのタイプ標本のものとお
おむね一致したため（Table 1），本標本をズナ
ガアカボウと同定した．一方で，記載標本は
Gomon（2006）の示した B. tanyokidusと比べて
体長に対する体高と背鰭基底長の割合がやや
大きく，背鰭第 1棘長の割合がわずかに小さい
（Table 1）．Gomon（2006）が調査した標本はわ
ずか 5個体であり，上記の計測値の差が個体変
異あるいは地理的変異によるものなのかを判断

Table 1.　Counts and measurements, expressed as 
percentages of standard length, of Bodianus 
tanyokidus.

This study Gomon (2006)
KAUM–I.

78687
Holotype and
4 paratypes

Standard length (SL; mm) 145.3 131–177
Counts
  Dorsal-fin spines 12 12
  Dorsal-fin soft rays 10 10
  Anal-fin spines 3 3
  Anal-fin soft rays 11 12
  Pectoral-fin rays 17 17
  Pelvic-fin spines 1 1
  Pelvic-fin soft rays 5 5
  Branched caudal-fin rays 6 + 6 ―
  Pored lateral-line scales 36 36–41
  Scale rows above lateral line 4 4–4½
  Scale rows below lateral line 14 13–14
  Predorsal scale rows 11 11–12
  Gill rakers 3 + 11 = 14 12–17
Measurement (% SL)
  Body depth 26.5 23.0–24.6
  Head length 37.1 35.4–37.4
  Snout length 13.3 11.2–13.5
  Orbital length 6.1 6.1–7.0
  Interorbital width 6.8 5.9–6.9
  Dorsal-fin base length 51.5 47.5–49.0
  Anal-fin base length 24.5 22.8–24.9
  Caudal-peduncle depth 13.7 13.1–13.9
  Predorsal-fin length 38.3 ―
  Preanal-fin length 65.3 ―
  Preanus length 61.8 ―
  Pectoral-fin length 17.1 16.4–18.3
  Pelvic-fin length 17.1 16.1–17.5
  1st dorsal-fin spine length 4.9 5.1–5.9
  2nd dorsal-fin spine length 6.3 6.3–7.2
  Last dorsal-fin spine length 10.4 10.2–11.5
  1st anal-fin spine length 4.3 4.3–6.0
  3rd anal-fin spine length 10.1 9.5–10.7
  Medial caudal-fin ray length 21.1 19.8–24.7
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するためにはさらなる標本の確保が必要であ
る．また，Gomon and Madden（1981），Gomon
（2006）および島田（2013）は本種の臀鰭軟条
数を 12としたが，記載標本では 11である．し
かし，タキベラ属魚類において，臀鰭軟条数の
1–2本の変異がアカボウ B. cylindriatus（Tanaka, 
1930）やモンツキベラ B. dictynna Gomon, 2006
などにおいて報告されており（Gomon, 2006；
崎山・瀬能，2008；島田，2013），ズナガアカ
ボウにみられた臀鰭軟条数の差異は種内変異と
判断した．
　本種はこれまで国内において沖縄島近海
から 2個体のみが報告されており（益田ほ
か，1975；山川，1984），これが本種の分布の
北限と考えられていた（Gomon, 2006；島田，
2013）．トカラ列島産の標本は本種の日本から
の 3個体目の記録となると同時に，本種の分布
の北限を約 400 km更新するものである．
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